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項 目 P 誤 正 

Ⅰ共通編 

1.3 用語の定義 8 

 
 

基礎地盤面  

残留沈下量の算定位置  

 
図 1-1-2 残留沈下量の算定位置 

 

基礎地盤 面

残留沈下 量の算 定位置

 
図 1-1-2 残留沈下量の算定位置 

3.5 土圧  
（1-3-9）式 52 
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付着応力度（異径鉄筋） 付着応力度（異形鉄筋） 

4.3.1 コンクリート 
表 1-4-7 67 
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項 目 P 誤 正 

Ⅰ共通編 
4.3.1 コンクリート 

表 1-4-8 
69 ⑫付着応力度（異径棒鋼） ⑫付着応力度（異形棒鋼） 

4.3.2 鉄筋 
表 1-4-9 

70 圧縮応力度 1800｛196.1｝ 圧縮応力度 1800｛176.5｝ 

80 
なお、載荷幅、載荷奥行については、 ESm を求める時は開削幅、堤体幅とし、

E m0 を求める時は函体幅、スパン長とする。 
なお、載荷幅、載荷奥行については、 ESm を求める時は堤体幅、開削幅とし、

E m0 を求める時は函体幅、スパン長とする。 
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1 Ekv ×= a  { 00 3.0

1 Ekv ×= a }       （1-5-3） 5.2 地盤の変形係数 
および地盤反力係数 
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00 30
1 Ekh ×= a  { 00 3.0

1 Ekh ×= a }     （1-5-6） 

5.3.4 側方変位量 
式（1-5-13） 
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7.4.2 キャンバー盛土 127 図 1-7-9 キャンパー盛土 図 1-7-9 キャンバー盛土 

7.6.2 設計法 159 )cmkgf(
15

3NCS =  { 3mkN
15.0
NCS= } )cmkgf(

15
3NCS =  { 3mkN

0015.0
NCS= } 

7.14.1.7  
緊張材の防食 1) 196 定着部では防錆と同時に図 1-7-46 に例示するような防護が必要である 定着部では防錆と同時に図 1-7-44 に例示するような防護が必要である 
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誤 

 

PL SUS304 t =10 沈下板 (SUS304) 

ﾛｯﾄﾞφ10 (SUS304) 

回転防止ﾌﾟﾚｰﾄ 

PL t =4.5 (SS400) 

PL t =4.5 (SS400) 

ﾛｯﾄﾞφ10 (SUS304) 

PL t =4.5 (SS400) 

SUS304 TP SU100 SCH20 t =5 

ｿｹｯﾄ SUS304 SU100 

ﾌﾟﾗｸﾞ(SUS304)SU100 t =41 
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（樋管底版） 

沈下板

 
Ⅰ共通編 
7.4.3 地盤の沈下・ 

側方変位対策 
図 1-7-10 

129 

正 

 

PL SUS304 t =10 沈下板 (SUS304) 
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SUS304 TP A100 

ｿｹｯﾄ SUS304 A100 

ﾌﾟﾗｸﾞ(SUS304) t =41 

M24 ﾎﾞﾙﾄ頭加工 (SUS304) 

8
6
 

5
0
 

3
6
 
5
 

200 

1
0
0
 

1
0
0
 

100 

200 

314.5 

2
0
0
 

3
1
4
.5

 

止水ﾌﾟﾚｰﾄ 

Ａ Ａ 

Ａ－Ａ断面 

ネジ切り 

ｔ／
2
 

（均しコンクリート） 

ｔ／
2
 底

版
厚

 
ｔ 

ｈ
 

（樋管底版） 

沈下板

 



 －4－ 

 
項 目 P 誤 正 

Ⅱ基礎構造編 
4.2.3 地盤の支持に 

対する安定 238 Ⅰ 共通編 図 1-2-2 Ⅰ 共通編 図 1-2-3 

4.3.2 改良体の配置 
と強度 243 

cas  : 改良体の許容圧縮応力度 (kgf/cm2) {N/mm2}  
FS  : 改良体の設計基準強度に対する安全率（通常、常時 FS =3、地震

時 FS =2） 
quck  : 改良体の設計基準強度（表 2-4-2 参照） 

 

cas  : 改良体の許容圧縮応力度 (kgf/cm2) {N/mm2}（表 2-4-2 参照） 
FS  : 改良体の設計基準強度に対する安全率（通常、常時FS =3、地震

時 FS =2） 
quck  : 改良体の設計基準強度 (kgf/cm2) {N/mm2} 

    

4.3.5.1 基礎底面地盤の

許容鉛直支持力度 248 

 
 基礎底面地盤の許容鉛直支持力度は、基礎底面地盤の極限支持力度と

沈下量を考慮して定める。 
＜解説＞ 
 基礎底面地盤の許容鉛直支持力度は、次式による。 

 
 浮き固化改良体の基礎底面地盤の許容鉛直支持力度は、基礎底面地盤

の極限支持力度と沈下量を考慮して定める。 
＜解説＞ 
 浮き固化改良体の基礎底面地盤の許容鉛直支持力度は、次式による。 

4.3.5.1 基礎底面地盤

の鉛直支持力度 249 

表解 4.3 4 極限支持力度qd の目安値 

地盤種別 極限支持力度qd  (tf/㎡) {kN/㎡} 
砂礫層および砂層（Ｎ≧30） 300 {3000} 

砂礫層および砂層（10≦Ｎ＜30） 150 {1500} 
粘性土層 3 qu  {30 qu } 

ただし、 qu は一軸圧縮強度(tf/㎡) {kN/㎡} 

表解 4.3 4 極限支持力度qd の目安値 

地盤種別 極限支持力度qd  (tf/㎡) {kN/㎡} 
砂礫層および砂層（Ｎ≧30） 300 {3000} 

砂礫層および砂層（10≦Ｎ＜30） 150 {1500} 
粘性土層 3 qu  {3 qu } 

ただし、qu は一軸圧縮強度(tf/㎡) {kN/㎡} 
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項 目 P 誤 正 

Ⅱ基礎構造編 

253 
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BH : 基礎前面の換算載荷幅（cm）{cm} B B B LH e e e= ×( )≦  
Be : 基礎の有効前面幅（cm）{cm} 長方形断面の場合： B Be =  
Le : 基礎の有効根入れ深さ（cm）{cm}  

4
3

0 30

-

÷
ø
ö

ç
è
æ×= H

HkH
Bkk a  { 4

3

0 3.0

-

÷
ø
ö

ç
è
æ×= H

HkH
Bkk a }     （2-4-13） 

 
BH : 基礎前面の換算載荷幅（cm）{m} B B B LH e e e= ×( )≦  
Be : 基礎の有効前面幅（cm）{m} 長方形断面の場合： B Be =  
Le : 基礎の有効根入れ深さ（cm）{m} 
    4.3.5.5 地盤反力係数 

254 
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DH : 基礎側面の換算載荷幅（cm）{cm} D D D LH e e e= ×( )≦

De : 基礎の有効側面幅（cm）{cm}  長方形断面の場合： D De =   
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DH : 基礎側面の換算載荷幅（cm）{m} D D D LH e e e= ×( )≦  
De : 基礎の有効側面幅（cm）{m}  長方形断面の場合： D De =  

    

4.3.7 改良体の応力度

の照査 258 

････改良率は地盤反力強度の大きさに応じて区分的に変えるのが有効で

ある。 
 

cacc q ss ≦=                          （2-4-21） 

ここに、 
sc  : 改良体頭部に生じる圧縮応力度 (kgf/c㎡) {kN/㎡} 
qc  : 改良体に生じる鉛直荷重強度 (kgf/c㎡) {kN/㎡} 
s ca  : 改良体の許容圧縮応力度 (kgf/c㎡) {kN/㎡} 

    

････改良体の設置状況に応じて側方拘束圧を考慮してもよい。改良率は

地盤反力強度の大きさに応じて区分的に変えるのが有効である。 
 

cahc p ss ≦-                        （2-4-21） 

ここに、 
sc  
qc  

:  

： 
改良体頭部に生じる圧縮応力度 (kgf/c㎡) {kN/㎡} cc q=s  
改良体に生じる鉛直荷重強度 (kgf/c㎡) {kN/㎡} 

hp  : 改良体に作用する側方拘束圧 (kgf/c㎡) {kN/㎡} 
s ca  : 改良体の許容圧縮応力度 (kgf/c㎡) {kN/㎡} 
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項 目 P 誤 正 

Ⅲ 耐震設計編 
2.2 耐震設計の 

基本方針 291 3) 耐震設計の一般的手順 （3) 耐震設計の一般的手順 

3.4 地震時土圧 
 299 g ¢ ：土の飽和単位体積重量（tf/m3）{kN/m3} g ¢：土の水中単位体積重量（tf/m3）{kN/m3} 

3.4 地震時土圧 
δ→δE 298 
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3.4 地震時土圧 299 
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図 3-3-4 地震時主働土圧 
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図 3-3-4 地震時主働土圧 

3.4 地震時土圧 299 地震時主働土圧を算定には、・・・・ 地震時主働土圧の算定には、・・・・ 
3.7.2 砂地盤の液状化

の判定 305 ( ){ } 15010 2log36.01 NDNa ×+=  ( ){ } 15010 2log36.01 NDNa ×-=  

 

 


